
高校生ICTカンファレンスアンケートから

事務局



回答者属性



何に使用しているか

・SNSと趣味は8割前後と多い
・情報収集も4割と比較的多い

・LINEの利用は多い
・You Tubeも多い



学習への活用状況

・スマホでの勉強時間の中央値は平日休日と
も1時間以内
・スマホの場合勉強での不使用は35％程度で
あるが、タブレット,PCでは10％弱と低く、
勉強での活動度合いが高い



高校生が感じるスマホの２面性

・スマホをコミュニケーションツールとし
て利便性を認識している
・過半数がスマホを勉強にも使用できると
認識している
・一方では過半数が勉強がおろそかになる
と心配している
・長時間使用に依る健康影響への心配も
・使用時間については7割が減らしたいと
思っている



高校生はネットの危険性をどこで学んだか

・ネットの危険性は学校での学びが一番多い

・ネットの危険性については学校での
学びが圧倒的に多い
・保護者から学んだ生徒は3分の1程度
・体系的に学んでいる場所は学校であ
ることが想定できる



フィルタリングに対する意識

0 2 4 6 8 10 12

設定が面倒

SNSが使えない

自分でルールを守る

検索とアプリが不便

フィルタリングを止めた理由

〇フィルタリング止めた 20件
内現在スクリーンタイム利用 11件
内現在ファミリーリンク利用 1件

※フィルタリングを止めた後でも過半数が使用

（現）DWB



休校中の学習について

・双方向で授業を受けることが出来たのは
約３割弱
・オンデマンドで授業を受けることが出来
たのは3割強
・残りの３割はプリント配布のみ

・双方向＆オンデマンドで授業を良く理解
できたと答えたのは約３割


